
菓子を製造・販売するさかえ屋は，
Windows NTをサーバーにした基幹系
システムを構築した。97年6月から順
次稼働を開始し，98年4月には一部を
除き，システムが完成した。生産・販
売・物流などの業務系システム，人
事・会計などの管理系システム，POS
（販売時点管理）データの分析システ
ム──の3つで構成するシステムだ。
これまでバロース（現日本ユニシス）
の汎用機1台で稼働していたものを再
構築した。
新システムは，本社，販売店，工場の
間にWANを構築し，それぞれの現場
のユーザーが利用できるようにしたこ
とが大きな特徴である。「受発注の指
示など，これまで本社に集中していた
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さかえ屋は，汎用機で稼働していた基幹系システムをC/Sシステムに再構築した。生産・販売・物流などの業務
系，人事・会計などの管理系をカバーするシステムである。新たにOLAPを利用したPOS分析システムも構築。
エンドユーザー・コンピューティング（EUC）を推進し，意思決定権を現場に委譲するのがねらいである。

短期開発のためにパッケージを積極採用
OLAPを利用してEUCを推進

さかえ屋の基幹系システム

写真1●さかえ屋の店舗
風景

写真2●システム構築を担当
したメンバー
今回のプロジェクト管理を担当
した青山システムコンサルティ
ング 西日本地区担当マネージ
ャー 村崎正氏（写真左端），プ
ロジェクトに携わったさかえ
屋 経営企画室情報システム課
マネージャー 大谷忠由氏（写真
左から2人目）と社員の方々



意思決定権を現場のマネージャに分散
させ，店舗ごとにきめの細かい戦略が
立案できるようにすることが大きなね
らい」（同社経営企画室情報システム
課マネージャー大谷忠由氏）である。
たとえば，店舗への商品発送数は，
これまで本社が一括して指示してい
た。旧システムでは，POSデータを
もとに各店舗への発送数の割り当てを
算出していた。しかし，店舗ごとに売
り上げ状況などに差があるため必ずし
も商品補充は最適とはいえなかった。
新システム導入後は，現場のマネー
ジャが全社の販売状況や自分が担当す
る店舗の状況を分析し，販売計画を立
案する体制となった。社内業務の意思
決定を本社集中型から各店舗マネージ
ャの意思を反映できる分散型にするね
らいだ。

旧システムがブラック・ボックスに
新システムを構築する際，旧システ
ムの資産を再利用することも当初は検
討した。しかし，旧システムはCOBOL
で開発しており，現在，同社の中には
開発・保守できる技術者がほとんどい
ないため，ブラック・ボックスの状態
にあった。旧システムを引き継いでの
自社開発は困難であるとみて，クライ
アント/サーバー（C/S）で再構築す
る，という決断を下した。
システムを一新するとはいっても，
基幹業務にかかわるために，短期に開
発したい。また，コストも抑えたい。
そこで同社では，現在の業務を変える
ことになっても，短期開発と低コスト
を，システム構築の重要な課題として
掲げた。プロジェクト管理にあたった

青山システムコンサルティングの村崎
正氏（西日本地区担当マネージャー）
は「構築前には（低コスト，短期開発
のために）作戦があった」と語る。
この作戦とは，できる限りパッケー
ジを使い，カスタマイズはせず業務を
パッケージに合わせること。システム
の仕組みをできるだけシンプルにする
ことで開発作業を軽減することだ（図
1）。村崎氏は，新システムの構築コ
ストとして1億5000万円という数字を
掲げた。厳密な見積もりではなく，目
標といった性格の数字である。システ
ムがカバーする業務の範囲から考えれ
ば，少な目な数字である。結果的には，
約1億3000万円に構築コストを抑える
ことができた。

ベンダーを定量的に評価して選定
村崎氏は，短期開発と低コストを実
現するためには，システムの構築を委
託するベンダーが重要なカギを握る，
と考えた。ベンダーのスキルを把握す

ることに注力した。実際に開発に携わ
るSE（システム・エンジニア）にまで
面談するといった念の入れようだ。
候補に挙がったベンダーは4社。そ
れぞれのベンダーに対して，質問状を
送り，回答の項目一つひとつを採点し，
定量的に評価することでベンダーの力
量を計った（図2）。
評価項目はいろいろだが，システム
の出来不出来に直接影響する開発担当

図1●システム構築のポイント

汎用機からNTサーバーを使ったC/Sに移行した基幹系システム�

生産・販売・物流などの業務系，人事・会計などの管理系をカバーする基幹系システム。汎用機上に
COBOLで開発した旧システムを，Windows NTをサーバーにしたC/Sシステムに再構築した。併せて，
グループウエアも導入した�

複数のSIベンダーから定量的な評価によって委託先を選定�

システムの要件を定義して，複数のSIベンダーに提案書と見積書を作成させた。SEと面談を行い，人間
的な部分を重視してベンダーを選定�

POSデータをさまざまな切り口で分析するためにOLAPを導入�

エンドユーザーが利用できるPOSデータ分析システムを構築。販売情報などを分析し，現場のマネージ
ャ達が現場の仕入れ量や発注量を決定する�

パッケージを積極導入，業務をパッケージに合わせてカスタマイズを排除�

適用可能な個所にはパッケージを積極的に採用。会計，人事，給与システムには「SuperStream」を，資
材所要量計画システムには「TPiCS」を導入した。開発工数を極力減らすため，業務をパッケージに合わ
せた。低コスト，短期導入を徹底的に追求�
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のSEのスキルと，構築にかかるコス
トを最も重要視した。SEの能力の見
極めは直接面談を基本とする。同プロ
ジェクトはサブシステムごとに分割し
て進めるため，各部門担当SE別に質
問を作成し面談を行なった。ここでの
チェック・ポイントは開発にかかる工
数である。

パッケージを使って短期導入
システム構築に要した期間は約2

年。LANやWANのネットワーク・イ
ンフラの再構築や，アプリケーション
のカバー範囲を考慮すれば，短期の開
発だと言える。この間にグループウエ
ア・システムの新規導入も行っている。

短期に開発できた大きな要因は，業
務パッケージを採用したこと。「使え
る部分では，積極的にパッケージを採
用した」（村崎氏）。ここでいう“使え
る部分”とは，①業務自体にそれほど
特殊性がなく業態によらない汎用的な
ところと，②自社開発すると開発が大
がかりになると判断したところ，であ
る。①の理由から会計システムにはエ
ス・エス・ジェイの「SuperStream」
を，②の理由からMRP（Manufactur-
ing Resource Planning）システムにテ
ィーピクス研究所の「TPiCS」という
パッケージを採用した（図3）。
生産・販売・物流という業務系，人
事・会計といった管理系の業務を一気

に再構築するため，統合業務パッケー
ジを全面採用することも検討した。し
かし，コストの面で採用できなかった。
確かに，目標として掲げた1億5000万
円では，統合業務パッケージを全面採
用することは不可能である。同社が採
用したパッケージは，SuperStreamが
200万円から，TPiCSが120万円から
と低価格な製品である。

業務をパッケージに合わせる
パッケージを利用する場合，既存の
業務とパッケージの機能が合わないケ
ースは多い。この場合，通常は，パッ
ケージをカスタマイズすることで自社
の業務に合わせる。しかし，同社では
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図2●SIベンダーの評価ポイント
今回のSIS（Sakaeya Information System）プロジェクトのSIパートナを4社から選択した。コンサルタント（青山システムコンサルティング）があら
かじめ用意された評価フォーマットに基づいて，定量的に評価した。評価の項目や基準など（左）と，実際の評価および採点結果の例（右）を示す
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カスタマイズで開発工数を増やしたく
なかった。できるだけ，パッケージが
備える機能に業務を合わせることによ
って，開発工数を削減することにした。
しかし，それと引き換えにパッケー
ジでサポートできない部分を手作業で
補わなければいけない個所も出てき
た。たとえば，消費税の計算である。
同社では，月次で取引先ごとに売り上
げの5％を算出し，取引先と決済をし
ていた。しかし，採用したSuper-
Streamが明細（取引案件）単位の消費
税計算が基本であり，同社の業務とは
異なっていた。取引先によっては，従
来の決済方法を求めるところがあり，
この場合は手計算で差額を求めて，債
権管理を行っている。
このようなケースがあるにもかかわ
らず，下手に作り込む部分を増やして
開発期間を長くしたあげく，システム
がうまく稼働しないといった事態だけ
は避けたかった。
パッケージに合わずに苦労した部分
はほかにもある。SuperStreamが備え
る債務支払い管理のファーム・バンキ
ング機能は1支払い先（銀行口座）に対
し1つの振込元口座しか対応していな
い。さかえ屋はグループ企業で現在は
支払い先が同じでも事業部ごとに振込
元が異なる。そこで，グループ内で代
表の振込元を作り，ほかの事業部の支
払い分を立て替える形でパッケージに
合わせた。

作り込む部分はシンプルなものだけ
自社開発する部分は，できるだけシ
ンプルな作りにして工数を削減した。
フロントエンドの作成には「4日で大

体どんなアプリケーションも動く」
（村崎氏）というほど同氏をはじめ開
発メンバー達が習熟していた米
Microsoftの「Access」を使用。開発期
間の長期化につながりそうものは徹底
的に排除する。
スクリプトで様々な処理を記述でき
るAccessを使うといっても，クライ
アントにはできるだけロジック部分を
載せないようにした。入力を行う画面
では，入力が必要なデータをRDBに
追加する処理だけをAccessで処理し
ている。関連する情報などの算出ロジ
ックは，データが追加されたときに

Oracleのトリガーによって処理する
ようにした。たとえば，ある原料は仕
入れ時はケース，使用時はキロ・グラ
ムと数量単位を処理によって換算する
必要がある。このような処理は，サー
バー側で処理している。
また，クライアントとサーバーに置
くプログラムの双方で，1つのプログ
ラムでは単純な処理1つずつしか記述
していない。1本のプログラムでいろ
いろな処理をさせると，修正が生じた
場合，開発・保守の手間が大きくなる
からだ。「プログラムの本数は増える
ことになるが，開発工数の削減につな
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図3●パッケージ採用のポイント
サブシステムごとに，独自開発とパッケージ採用とを使い分けた。MRPシステムの場合のパッケ
ージ（TPiCS）採用と独自開発との比較を示す。独自開発の場合は開発期間や実現可能な機能面
およびコストなどが問題となった
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がった」（村崎氏）。

OLAPでPOSデータを分析
新システムの大きな目玉が，OLAP

（Online Analytical Processing）を利
用した，POSデータの分析システム
である。「意思決定権を現場に分散す
る」というシステム構築の目的で，重
要な役割を担うシステムだ。
このシステムによって現場の販売情
報などを分析し，各販売店や工場のマ
ネージャ達が，仕入れ量や発注量を決
定するのである。例えば商品別の分析
結果から売れている商品の発注量を増
やしたり，時間別の分析結果をみて商
品ロスの多い時期は仕入れ量を減らす
といった判断が可能になる。
このような判断を行うためには，

POSデータを様々な切り口から参照
する仕組みが必要であった。店舗の入
荷や売り上げ，商品ロスなどの情報を
2年分蓄積し，これを多角的に分析で
きる仕組みである。店舗の情報は1日
で3万件もある。同社が見積もった結
果，多角的な分析を行うためには，
2000万件以上の明細データを作成し

なければならないことがわかった。こ
れをOracleとAccessの組み合わせで
実現するには，①200種類以上のクエ
リーを作成しなければならない，②
Accessのクエリーがタイム・アウト
になる，③Oracleのストアド・プロシ
ージャを利用しても結果を表示するま
でに満足できる性能が得られそうもな
い──などの問題があった。
そこで，多次元データベースによる
OLAPシステムを導入することにした

（図4）。多次元データベースにはエ
ス・エス・ジェイの「Pilot DSS」を採用
した。各次元のデータ階層をクリック
操作でドリル・ダウンして参照できる
製品である。

稼働後にDB処理をチューニング
構築したシステムは実運用に入って
から，問題がいくつか出てきた（表1）。
Oracle側にレスポンス上の問題が生
じてきた。たとえば，店舗間の商品や
材料の移動管理の入力（移管入力）処
理においてデータ追加のためのクエリ
ーを使用したときに，終了まで1～2
分かかっていた。そこで，Accessか
らSQL文を発行する「SQLパス・スル
ー」機能を使うように処理を変更した。
この結果，処理時間は10秒以下に短
縮できた。ほかにも，Oracleのイン
デックスを変更することで，20時間
かかっていた夜間バッチ処理を1時間
以内に短縮できた。
（相馬 隆宏=souma@nikkeibp.co.jp）
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表1●レスポンス上の問題とその解決策

問題 対応策 改善結果

①1日分のPOS情報，受発注情報，生産計画
情報から自動仕訳データを作成するバッチ処
理に20時間以上かかっていた

Oracle（基幹業務側）テーブルの
インデックスを変更

1時間以内で処理を
終えるようになった

②店舗ごとの実際の棚卸データと理論値との
差異計算に12時間かかっていた

同上 15分に短縮できた

③移管入力の時にクエリーを使用していたと
ころ，追加処理に1～2分程度かかっていた

Access（フロントエンド）から，
RDBのSQL文を直接発行するよ
うに変更

10秒以下に短縮で
きた

④受注入力の画面表示のときにフォームのレ
コード･ソースにテーブルをそのまま使用し
ていたため5分程度かかった

条件選択によりSQL文を作成し
て必要なデータのみを検索させる
ようにした

5秒程度で表示でき
るようになった

⑤入力実績参照の画面表示の際，Oracleの
テーブルをJOIN，SELECTコマンドを使用
していたところ，10分程度かかっていた

O r a c l e 側でビューを作成し
Accessからはそのビューをテー
ブルとしてリンクするようにした

1分未満に短縮でき
た

図4●OLAP導入のポイント
POSデータの分析を多次元データベースを使って行うようにした。大量のデータ分析にRDBを使っ
てクエリーをかけていたのではレスポンスに問題があり不向き，と判断した。リアルタイム性が失われ
るというデメリットはあるものの，夜間バッチによって多次元データベースを作成し，OLAPツールを
使う形態にした

データ量：3万件／日（店舗の入荷，�
売り上げ，商品ロス情報）×2年分�

処理�

多次元�
DB

データ量：3万件／日（店舗の入荷，�
売り上げ，商品ロス情報）×2年分� RDB

レスポンス�

あらかじめ次元ごとのデータ
ベースを用意（夜間バッチ処
理）→レスポンス速い�

Pilot DSSにより各次元のデ
ータ階層をクリックひとつでド
リル・ダウンして参照可能�

AccessからSQLによるクエリーをかけると
タイム・アウトになる�
ストアド・プロシージャを使用した場合でも
数秒内のレスポンスは得られない�

次元＊1が商品，組織，時間の3つでそれぞ
れが3～4の階層があり＊2，対象となる変
数（売り上げ，返品，仕入れなど）が7種類
あるため200種類以上のクエリーが必要�

＊1：データの集まる1つの分類　　＊2：例えば商品には大分類，中分類，単品という項目がある�
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さかえ屋では，「SIS（Sakaeya Informa-
tion System）」と呼ぶプロジェクトで社内
のシステムを一新した。このプロジェクト
には，業務系システム（販売，生産，物流
管理など），会計管理システム，人事・給
与管理システム，POS分析システムとグ
ループウエア・システムが含まれる。
業務系システムでは，すべてのデータを
Oracle（RDBMS）で一括管理する。この
Oracleを基盤としてそのほかのシステム
間との連携をとる仕組みだ。フロントエン
ドはAccessで作成し，入力操作は追加機
能のみ可能で修正・削除の機能を備えな
い。必要であれば修正前のデータとの差を
追加入力する方式である。
各業務間での数量の換算などはOracle

側で処理する。業務系以外では会計管理，
人事・給与管理のシステムに「Super-
Stream」（開発はエス・エス・ジェイ），
MRPシステムに「TPiCS」（ティーピクス
研究所）と，パッケージを使って構築した。
グループウエアはりん議書の閲覧などに利
用する。
システム間の連携はOracleのデータを
それぞれのパッケージの外部システムとの
連携用インタフェースから読み込ませてい
る。
SuperStreamは外部データ取り込み用の
Oracleテーブルに書き込み，TPiCSは用意
されているレイアウトに従ったテキスト・
ファイルに変換して読み込ませる仕組み。
それらのバッチ処理を運用管理ツール

「JP1」（日立製作所）を使ってスケジュー
ル実行する。
約110店舗の販売店にはPOSレジを設
置。各販売店の売り上げ状況などをみて店
舗マネージャが商品の仕入れ数を決定でき
るようにPOS分析システムを構築した。
各販売店から商品・時間・地域別の分析結
果を参照可能である。POS情報の分析に
は多次元データベースによるOLAPを導
入。「Pilot DSS」（エス・エス・ジェイ）
を採用した。汎用機上に蓄積されたPOS
データを夜間バッチ処理して多次元データ
ベースを作成する。
システム全体のプラットフォームはサー
バーがWindows NT，クライアントがWin-
dows95。各工場，販売店と本社間を公衆
回線や専用回線で結んでWANを構築して
いる。現在，同社のホームページを開設し，
インターネット上で通信販売も行っている。

システム概要

図A●本社，工場，販売店を回線を使い分けてWANで結ぶ。汎用機上のPOSデータからOLAP部の多次元データベースの作成や，各システ
ム間の連携のためのバッチ処理をJP1を使ってスケジュール実行させる
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